
注  、⌊x⌋(床関数)をx以下の最⼤の整数と定義する。
周期を「任意の正の整数iに対して、    となる最⼩の正の整数r 」と定義する。 
(Ⅰ):線形合同法の数列                …① の周期がどのようになっているか考える。
(Ⅱ):①で求めた⼀般項に床関数を導⼊する。
(Ⅲ):床関数を⼊れた数列の周期と線形合同法の数列の周期を⽐較して、どれくらい変化しているか考える。

乱数の乱雑さを測る方法を調べても高校数学では太刀打ちできなかったので、周期を求めることにしたのだが、想像できない結果になった。今後の課
題としては、証明の方法を考える。また、簡単な線形合同法は暗号に向いていないことが分かっているが、この漸化式が暗号に向いているか分からな
いので、これも調べていきたい。
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暗号には乱数を使うものがある。しかし、⼤量の乱数を必要とするので、合同式と漸化式を⽤いることによって擬似的に乱数を作
る⽅法が採⽤されている。この漸化式は周期を⼤きくするために、法の値を⼤きくする必要がある。私達は、法の値を⼤きくせず
に床関数を⽤いた数列の周期を考えることにした。
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考察‧今後の課題

作った漸化式（以下②と呼称）

この漸化式の性質

 ②の周期は である。
   までならば、②の漸化式は均等分布する。（未証明）
 ②は①よりも周期の値を⼤きくしやすい。
 ①は同じ値を連続で出すことがないが、②は連続で同じ値を出すことがある

式の導出方法

①の漸化式において とおくと、
①の⼀般項から、 の値のみ①の周期に関わっていることがわかる。また、フェル

マーの⼩定理を考えると、①の周期は最⼤でもzということが分かる。ここで、床関数を加える。
はnが+sされるごとに値が変化する。この「+sされるごとに変わるという性質」を周期に

利⽤する。modを除いた①の⼀般項から を引き、再度modを加えた数列を  とすると
  の⼀般項は 。これを漸化式にすると②になる。
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